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        Recent Posts
	2024/3/5 – ミクロ・マクロ伝熱研究会@防衛大，横須賀


Meng君(M1), 荒井准教授がミクロ・マクロ伝熱研究会に参加しました．防衛大で行われている赤外線カメラを用いた熱伝達測定についての研究や実験装置の見学を行いました．


	2024/3/1~2 – SMECS2024@慶大来往舎，横浜


大里君(B4), 須藤君(B4), 鈴木君(M1), 石渡君(M1), Meng君(M1), 山田君(M2), 佐々木君(M2), 濱口さん(D1), 山口さん(D2), 荒井准教授がSMECS2024に参加し，研究発表と討論を行いました． また，山田君がBest Poster Awardを受賞しました．


	2024/2/27 – 論文掲載


山口さん(D2)が筆頭著者，荒井准教授が最終著者の論文がCarbohydrate Polymers (IF: 11.2)に掲載決定しました．代表的ないくつかの生分解性ポリエステルと熱可塑性デンプン(TPS)を組み合わせた界面について分子動力学シミュレーションを行い，優れた接着性と低い相溶性を持つ組み合わせを示しました．その結果，生分解性ポリエステルとTPSブレンドの設計には相溶性界面，静電相互作用，分子鎖のコンフォメーション変化という3つの要因が重要であることを明らかにしました． Title: Design strategy for blends of biodegradable polyester and thermoplastic starch based on a molecular dynamics study of the phase-separated interface DOI: https://doi.org/10.1016/j.carbpol.2024.122005


	2024/2/5 – 論文掲載


荒井准教授が第四著者の論文がChemical Science (IF: 8.4)に掲載決定しました．特殊な側鎖を持つディスク状分子が，液晶相中で超分子ブロック共重合体からなる巨大構造を形成することを発見しました．この研究は東京大学 分子界面工学研究室 伊藤先生との共同研究の成果です． Title: Supramolecular Copolymerization of Hydrophobic and Hydrophilic Monomers in Liquid Crystalline Media DOI: https://doi.org/10.1039/D3SC06341K


	2024/1/19 – 合同セミナー@慶應


応用化学科，物理情報工学科，機械工学科の3研究室で合同セミナーおよび懇親会を行いました．”実験 ✕ 解析 ✕ シミュレーション”によって，新たな研究分野の創出を目指します！
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